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フード連合第8回中央委員会に全国各地からお集まりいただきました、中央委員の皆さま、オブザーバーの皆さま、大変ご苦労さまです。ご参加の皆さまには、フード連合の活動に対しまして日頃から大きなお力添えをいただいております。この機会に高い席からではございますが改めて感謝の意を表する次第です。誠にありがとうございます。
本日の中央委員会の主な議題は既にご案内の通り、2010春季生活闘争に関わる方針を決定することにあります。一昨年のリーマンショック以降、わが国の経済情勢も未だ明るさを見出すには至っておりません。加えて、雇用をめぐる状況がかつてないほど深刻の度合いを強めているなかでの今春の闘いとなります。厳しさを克服するためには「力をひとつに」して立ち向かう他はありません。そのためにも皆さまの積極且つ真摯な討論への参加をまずもってお願い申しあげます。
さて、昨年は8月に行われた「第45回衆議院議員選挙」で民主党が308議席を獲得し、悲願であった政権交代を果たすことができました。フード連合としても城島光力顧問の4度目の当選を勝ち取ることとなり、ここに改めて構成組織の皆さまのご協力に感謝申し上げる次第です。また、全国各地で炎暑のなか多くの組合員に汗をかいていただいたことで、実質初めての政権交代が実現したわけであり、その事をしっかり受け止め、私たちの産業政策の推進に力を注ぎたいと考えます。
新しい年を迎え、本来であれば民主党を中心とした連立政権に大きな期待を寄せるところでありますが、ご案内のような政治状況、国会状況であります。多様な見方、受け止め方がございますので、あえて私の立場から踏み込んだ発言は差し控えたいと思いますが、国民の政治に対する信頼を失う結果を招くことだけは避けなければならないと考えております。政治への信頼、政治家への信頼をなくした国家ほどあやういものはありません。政治を学んだ者のひとりとして是非ともその点だけは民主党のみなさんにも心していただきたいわけです。
本日の議題のひとつとして7月に行われる「第22回参議院議員選挙」の候補者推薦の件を掲げています。民主党が参議院においても単独で過半数の議席を獲得することは、安定的な政権運営を進めるうえでは不可欠のことであります。同時に私たちが働く者の立場から政治としっかり向き合う、政治と関わりを持つことは、当然のこととして必要であり、労働組合として各単組は自らの政治的な方向性を明確にすべきであります。連合あるいはフード連合が支持する政権が誕生した今こそ、それぞれがどうしたら政治的活動を強化できるのか議論を深めなくてはなりません。そのことなしに労働運動が政策制度課題の実現を運動として追求することはできません。
連合は、12月に行われた中央委員会において2010春季生活闘争方針を決定しました。今次春闘を取り巻く情勢と闘い方については「連合白書」で詳しくふれておりますので是非ともご一読いただき、それぞれの交渉にご活用ください。
情勢の特徴として示しているのは、日本経済はマイナス成長が続き低迷が続いていること。したがって、2009年度の企業収益も製造業を中心に前年に続き減益が予想される。大企業では一部で先行きの明るさがみられるものの中小企業の景況感は依然として厳しく、勤労者の所定内賃金も長期的に低下してきているといったとらえ方となっています。雇用情勢も悪化の一途をたどっています。
昨年11月時点の完全失業率は5.2％、有効求人倍率は0.45倍と大変厳しい数字が示されています。また、600万人を超える潜在的失業者が企業内にあることも報じられ、不安定な非正規労働者の現状と相まって、連合としても雇用問題を最重視して対応を進めているところであります。
春季生活闘争にあたっての具体的な取り組みの柱としては、一つに、非正規労働者も含めた全ての労働者を対象に労働諸条件の改善に取り組む。二つには、賃金水準維持の取り組みと格差是正の取り組みの推進を掲げ、その他にも雇用の安定と創出、共闘連絡会議の体制強化、政策・制度実現に向けた取り組みとの連携強化などを柱にすえております。
フード連合としても、連合のこうした方針をふまえ、構成産別の一員として、その役割と責任をしっかりと果たしていきたいと考えます。
食品産業の状況に目を転ずれば、他産業との相対的な比較では、経常利益もプラスを示すなど安定的に推移しているといえます。しかしながら、百貨店やスーパーなどの小売業の売り上げは減少が続くなど、消費の低迷が顕著です。消費者物価の下落も続いていますが、価格下落の背景としては賃金が長期的に下落するなかで、低所得者層が増加し、さらには不況の影響から一時金などが大幅に減少したことによる消費減退に対する刺激策として低価格化に拍車がかかったためと考えられます。低価格化のためには、コストの削減が必要なことから、それが労働条件の引き下げ圧力ともなっています。
このように、個別労使のミクロの論理から抜け出さないことにはデフレ・スパイラルに私たち自身がからめとられてしまうことになります。
2010春季生活闘争の取り組みは、フード連合としても、連合同様にこれ以上の格差の拡大を許さない闘いと位置付けております。食品業界も経済のグローバル化、人口減少社会の到来、原材料費の高騰などの環境変化を受けて、経営施策の展開スピードを早めつつあります。そのことが経営統合や資本提携等の動きとなって表面化しており、労働組合として新たな対応を求められております。
一方また、食品産業は地方や地場経済を中心的に支える役割を担う産業であることも事実であり、中小企業の健全な育成という観点も重要であります。毎年申し述べておりますが、食品産業に働く労働者の賃金は製造業の中にあっては相対的に低位におかれた状況が続いています。残念なことではありますが、議案書25ページの資料にあるとおり、直近の厚労省データによれば、21業種中所定内賃金では20位に甘んじているわけであります。フード連合の賃金水準をみても、この５年間で基準内賃金が10,000円程度低下しており、誇りを持って働ける職場や産業を形作っていくうえからも、全ての加盟組合が力をひとつにして臨む春季生活闘争にしていく必要があろうかと考えます。
要求の具体的な考え方等につきましては、後程議案として提起させていただきますので、私からは2010春季生活闘争におけるフード連合の取り組みの特徴点といいますか、みなさまにも問題意識として感じとっていただきたい点について述べさせていただきます。
まず、そのひとつは、組織をあげて中小労組をフォローし、格差の拡大に歯止めをかける闘い方を追求することであります。私たちはこれまでの春季生活闘争においても、格差是正や中小労組支援の考え方を方針として示しておりました。今春闘における連合方針はこう述べています。「すべての組合で賃金カーブを維持する取り組みを産別の指導の下で徹底する」、繰り返して申し上げます。「すべての組合で賃金カーブを維持する取り組みを産別の指導のもとで徹底する」ということです。
「産別の指導の下で」という事は、単に考え方として示すだけではなく、具体的に産別がアクションを起こし、闘いにコミットしろということだと私は理解をし、「中小共闘支援拡大センター」の取り組みについて本日提示しているわけでございます。　　　

この背景には、実は他の要素も含まれております。ご案内のように最近単組の交渉力の低下や運動の足腰の弱さが指摘されております。労働組合としてどのように職場の声を取りまとめて要求化し、会社としっかり交渉していくのか、一方では多様化した価値観やニーズ、また一方で、個人を中心とした働き方へのシフトと人事評価制度の導入。これらの進展により、労働組合の集団的組織形態というものが適応不全に陥り、運動の継承、人材の育成ひいては労使対等原則に基づく労使協議制がとりわけ中小企業においては機能しなくなっているのではないかという危機感を私なりに持っております。
フード連合では、加盟いただいている中小労組の組織の実情や内在するする問題点等について、つぶさに把握・分析するには未だ至っておりません。労働組合にとって、いわば最大の年間イベントである春季生活闘争の労使交渉のこの機会に本部・ブロックはもとより、大手組合のご協力も得ながら、直接的な支援・指導を通じて、運動の活性化にチャレンジしたいと考える所似であります。
企業や職場のありようが刻々と変化するなかで、労働組合の運動の形を一方では変化に適合させつつ、また原則に即して踏襲すべきことは踏襲していくダイナミックな活動を構築していただければと考えております。
もうひとつのこととして、労働時間短縮についてであります。さきの定期大会でも指摘させていただいた通り、私たちの労働時間の現状の到達点はきわめて不十分と言わざるをえません。私から、取り組みの進め方やその要諦等についてここで詳しく述べるまでもなく、ご参加のみなさんも十分ご認識されているものと判断しております。条件が困難であるから取り組みを回避してきたというのであれば、何のために労働組合があるのかという事になるわけでありまして、ここはトップリーダーの決意に依るところが大きい課題であることを強調し、春季生活闘争を通じて、その端緒が開かれることを期待いたします。
加えて、2010春季生活闘争が賃金カーブ維持・確保を基本に進んでいくなかでは、すべての大手・主要組合がヤマ場の時期にあわせて定昇あるいは定昇相当分を開示し、全体に波及させていくことが最も重要な意味を持つことになります。連合は昨春闘から5つの共闘連絡会議を設置し、産業別、企業規模別に「この産業で、こういう仕事で、これくらいの年齢であれば、これくらいの賃金であって当然」という社会的な相場を形成して示していく。そのために代表銘柄の設定を検討しています。この考え方にフード連合として連動していくには、それぞれがこぞって中核組合として登録し、責任を分かち合うことが大切であり、そのことがまさに定期大会スローガンの「力をひとつに」を体現することであります。
私から皆さまに対して多くのお願いをする挨拶になってしまったことを反省しておりますが、これも産別運動の前進を何としても果たしたい、実現したいという思いの発露でありますので、ご容赦いただきつつ、共に力を合わせて、2010春季生活闘争を闘っていこうではありませんか。
今まさに新しい社会の扉が開かれようとしています。すべての働く者の連帯で希望と安心の社会が築けるようお互いにがんばっていきましょう。

ご静聴ありがとうございました。

以　上
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